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１． 組織の概要 

 （１）事業者名及び代表者名 

 昭和機械株式会社  

 代表取締役社長  山本達彦 

 

 （２）所在地 

本社  津島市今市場町４丁目９番地 

機械部  

＊佐織工場 愛西市渕高町八畝割３５番 

事業部  

＊第１サンガーデン 津島市今市場町４丁目９番地 

＊第２サンガーデン 津島市柳原町１丁目４番地 

            

 （３）事業活動の内容 

 一般産業機械製造、レジャー・スポーツ施設の運営 

佐織工場              ：食品自動包装機、電気炉など製造 

第１サンガーデン：スイミングスクール、フィットネスクラブ、カルチャー、カフェラッスル 

第２サンガーデン：ボウリング場、ビリヤード、ゲームコーナー    

 

（４）昭和機械（株）の事業規模 

 機械部 事業部  

売上 １３．３億円 ２．５億円 （５年３月期） 

従業員（社長除） ６１人     ２６人 （５年３月末） 

年間利用者数  ― １６８，２６４人 （５年３月期） 

延べ床面積 ４，２１５．６６㎡ ７，１８７．６８㎡ （５年３月末） 
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（５）昭和機械（株）の実施体制 

 

担当 氏名 役割 責任・権限

環境経営方針策定
環境管理責任者の任命

環境目標及び環境行動計画の実施に必要な
資源の用意（人材・資金・技術）

定期的に全体の取組状況を検証して改善等の
指示及びシステム見直しの指示

システムの実施・代表者への報告

環境事務局の文書作成案に対する検証及び
改善の指示

環境目標及び環境行動計画案の作成

環境レポートの作成、公表

環境負荷の実績、取りまとめを環境推進実施
責任者に指示し、各部門の集計を行う

活動実績、取組状況等を環境管理責任者に
報告

事業部

第１サンガーデン支配人 伊藤　公一 環境負荷の実績を記録して環境推進者に報告

第２サンガーデン支配人 大澤　栄伸 環境活動計画に基づき従業員を指導

機械部 役割に対して積極的な活動を展開

製造部部長 橋本　弘人 従業員に対する教育訓練等を実施

資材品証部部長 服部　義明

技術営業部部長 増本　博史

役職

代表者 取締役社長

事務局 総務部部長 大竹　正勝

全体の計画立案、
文書作成・管理、
一般教育の実施、
システム運用上の

事務管理
並びに
対外窓口

環境推進責任者

各部門の
環境推進の
実施・指導・
取りまとめ

山本　達彦
ｴｺｱｸｼｮﾝ21
に関する
代表責任者

環境管理責任者 総務部部長 大竹　正勝

環境経営ｼｽﾃﾑの
構築、実施及び
運営管理を行う
実務上の責任者

代表者 

環境管理責任者 

事務局 

機械部 事業部 

資材品証部 

環境推進責任者 

 

環境推進責任

者 

資材品証部環

境推進責任者 

 

 

 

製造部 

環境推進責任者 

 

環境推進責任

者 

資材品証部環

境推進責任者 

 

 

 

技術営業部 

環境推進責任者 

 

環境推進責任

者 

資材品証部環

境推進責任者 

 

 

 

第2 ｻﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ 

環境推進責任者 

 

環境推進責任

者 

資材品証部環

境推進責任者 

 

 

 

第1 ｻﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ 

環境推進責任者 

 

環境推進責任

者 

資材品証部環

境推進責任者 
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２． 対象範囲 

（１） 認証・登録範囲 

認証・登録事業者： 昭和機械株式会社 

愛知県津島市今市場町4丁目9番地 

 

事 業 活 動： 一般産業機械製造、 

レジャー・スポーツ施設の運営 

 

           対 象 事 業 所： 本社・事業部第一サンガーデン、 

事業部第二サンガーデン、 

佐織工場 
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３． 環境経営方針 

基本理念 

昭和機械株式会社は、「創意・努力・奉仕」の社是のもと、人と地球が共生できる、持

続可能な社会の構築を目指して、機械部においては、環境に優しい製品を提供すると

ともに、事業部においては＜慈しみの心＞の理念のもと、健康的で充実した生活を目

指す人々に、地球環境への負荷を充分配慮したサービスを提供します。 

 

基本方針 

１． 昭和機械株式会社は、生産プロセス・施設運営プロセスにおける資源の有効利

用を目指し、電力・化石燃料などエネルギー由来の二酸化炭素排出量削減と、

水や金属部材など資源の利用効率の向上と、排出される廃棄物の削減及び再利

用、並びに化学物質の適正管理に努め、持続可能性に資する経営を推進します。 

 

２． 環境経営の継続的な改善に努めます。 

 

３． 環境に関する法規制、及びその他の環境関連要求事項を遵守します。 

 

４． 環境に優しい製品の製造の他、スポーツ及びレジャーの施設運営を通じて、

ご利用者様に健康と環境に関する情報の発信など、環境配慮型サービスに努

めます。 

 

５． 以上の項目達成のため、具体的な環境目標及び行動計画を策定します。 

 

６． 環境経営方針を策定し、全社員に周知徹底を図り、一丸となって実践に努めます。 

 

 

 

 

２０１９年４月１日 

 

 

昭 和 機 械 株 式 会 社 
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４．環境経営目標 

① 事業部  環境目標 

 

電力のCO2排出係数は令和3年度中部電力ミライズ㈱基礎排出係数 0.449kg‐CO2/kWhを使用。 

廃棄物排出量は資源と可燃ごみの一般廃棄物等の合計とする。 

（＊産廃については、毎年恒常的に発生しないため、数値目標は設定しない。） 

化学物質の使用はプール滅菌薬剤なので、汚染状態との兼ね合いで添加するため数値目標としない。 

 

② 機械部 環境目標 

 

電力のCO2排出係数は令和3年度中部電力ミライズ㈱基礎排出係数 0.449kg‐CO2/kWhを使用。 

廃棄物排出量は金属屑、中間処理物と一般廃棄物等（可燃ごみと資源）の合計とする。 

企画・情報
の発信

企画・情報
の発信

企画・情報
の発信

使用物質なし

0

0

使用物質なし

0

0

0 0

260,178

ｍ3／年 13,580 13,443 13,311 13,181

利用者数 260,178 260,178 260,178

50.66
ｍ3／年

削減目標 1% 2% 3%

51.67 51.16

21.96

3%

5.71

260,178

目標値

22.18

2%

5.77

260,178

２０２２年度

2,071

3%

538,829

260,178

22.40

1%

２０２０年度

2,113

1%

549,756

260,178

２０２１年度

2,092

2%

544,292

260,178

２０１９年度

基準値

利用者数

環境負荷等

22.63

二酸化炭素排
出量の削減

廃棄物排出量
の削減

利用者1,000人当り

ｋｇ／年

削減目標

トン／年

利用者数

利用者1,000人当り

ｋｇ－ＣＯ２／年

削減目標

ｋｇ－ＣＯ２／年

5.89

260,178

2,134

555,176

260,178

5.83

260,178

健康と環境に
関する情報の

発信

健康と環境の
情報発信の貢献

購入量（ｋｇ） 0 0
化学物質使用

量の削減

PRTR制度対象物質名 使用物質なし 使用物質なし

企画・情報
の発信

含有量（ｋｇ）

水使用量の削
減

利用者1,000人当り
52.19

化学物質使用
量の削減

環境配慮に
資する製品の

製造

環境にやさしい
製品の製造

環境配慮に
資する製品の

製造

環境配慮に
資する製品の

製造

環境配慮に
資する製品の

製造

環境配慮の
製造

含有量（ｋｇ） 0 0 00

購入量（ｋｇ） 0 0 0 0

水使用量の削
減

生産高１百万円当り
3.22 3.19 3.16

生産高（百万円） 371 371 371

ｍ3／年

371

PRTR制度対象物質名 使用物質なし 使用物質なし 使用物質なし 使用物質なし

1,161

3.13
ｍ3／年

削減目標 1% 3%2%

1,196 1,183 1,172

2% 3%

生産高（百万円） 371 371 371 371

トン／年 46.50 46.04 45.58 45.13

272,685

廃棄物排出量
の削減

生産高１百万円当り
125.34 124.09 122.86

生産高（百万円） 371 371 371 371

121.65
ｋｇ／年

削減目標 1%

二酸化炭素排
出量の削減

生産高１百万円当り
757 749 742

2%

ｋｇ－ＣＯ２／年 280,870 277,879 275,282

735
ｋｇ－ＣＯ２／年

削減目標 1% 3%

環境負荷等
基準値 目標値

２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度
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５．環境経営計画  

２０２２年度の事業部、機械部の環境経営計画を以下に示します。 

 

１） 二酸化炭素排出量の削減 

① （事業部）プール水温管理など施設内の適正管理を行い、重油使用量の抑制を図る。 

⇒実施責任者：第１サンガーデン 支配人 水谷雅仁 

② （機械部）製造過程における電力の効率的な運用により、電力使用量の抑制を図る。 

⇒実施責任者：佐織工場 製造部部長 橋本弘人 

③ （共 通）空調設備において、室温管理の徹底など、空調電力量やLPGガス使用量の節

減を図る。 

⇒実施責任者：第１サンガーデン 支配人 水谷雅仁 

第２サンガーデン 支配人 大澤栄伸 

佐織工場 資材品証部部長 服部義明 

④ （共 通）節電の励行などにより、事務所内他照明の適正管理を行う。 

⇒実施責任者：第１サンガーデン 支配人 水谷雅仁 

第２サンガーデン 支配人 大澤栄伸 

佐織工場 資材品証部部長 服部義明 

⑤ （共 通）各車両の使用管理を強化し、排ガス規制適合車への代替やエコドライブを促

進し、燃料消費量の削減を図る。 

⇒実施責任者：第１サンガーデン 支配人 水谷雅仁 

第２サンガーデン 支配人 大澤栄伸 

佐織工場 技術営業部部長 増本博史 

 

２） 廃棄物排出量の削減 

① （事業部）ごみの分別管理の徹底、３Ｒ（削減・再生・再使用）の徹底を引き続き行う

とともに、お客様向けの印刷物（チラシ、パンフレット類）などの抑制、ペ

パーレス化の推進などにより、廃棄物の削減を図る。 

⇒実施責任者：第１サンガーデン 支配人 伊藤公一 

第２サンガーデン 支配人 大澤栄伸 

② （機械部）部材加工にて発生する端材の最小化に努め、部材ロスの削減を図る。 

⇒実施責任者：佐織工場 資材品証部部長 服部義明 

③ （機械部）鉄・ステンレスの端材など再生可能な産業廃棄物の分別処理、管理の徹底を

図る。 

⇒実施責任者：佐織工場 資材品証部部長 服部義明 

④ （機械部）マニフェストを基に、産業廃棄物の適正な処理を確認する。 

⇒実施責任者：佐織工場 資材品証部部長 服部義明 
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３） 水使用量の削減 

① （事業部）施設利用者への節水呼びかけと節水器具の積極的な活用により、水使用量の抑制を

図る。 

⇒実施責任者：第１サンガーデン 支配人 伊藤公一 

第２サンガーデン 支配人 大澤栄伸 

② （機械部）定期的漏水チェックで無駄な使用を監視する。 

⇒実施責任者：佐織工場 製造部部長 橋本弘人 

 

４） 化学物質使用量の削減 

① （共 通）PRTR制度対象物質を使用しない。 

 

５） 健康と環境に関する情報の発信 

① （事業部）スポーツジムにおける各種プログラムや健康ボウリング教室の開催などを通じて、

健康と環境に関する情報の発信に努める。 

⇒実施責任者：第１サンガーデン 支配人 伊藤公一 

第２サンガーデン 支配人 大澤栄伸 

 

６） 環境配慮の製造 

① （機械部）設計・製造など各工程において、使用部材を含めて環境に配慮した製造に取り組む。 

⇒実施責任者：佐織工場 製造部部長 橋本弘人 

② （機械部）５Ｓ活動を通じて環境配慮に努める。 

⇒実施責任者：佐織工場 製造部部長 橋本弘人 
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６.   環境経営計画に基づき実施した取組内容 

２０２２年度に実施した取組内容を以下に示します。 

 

１） 二酸化炭素排出量の削減 

事業部では、以下の取組を実施しました。 

① 第１サンガーデンでは、プールの保温シートの活用や、施設定休日を水曜日に統一するなど、

電気・重油・ガソリン・軽油等の使用量の抑制に努めました。プール・お風呂の水温に対して

自動温度調整を行わず、利用時のみ適正温度（プール：夏29.0～29.5℃・冬：30℃、お風呂：

夏40℃・冬：42℃）を保つように手動管理し、重油使用量の抑制に努めました。 

② 第２サンガーデンでは、新型コロナウィルス感染症に伴う対応として常時換気を心掛けるなか、

照明の節電、冷暖房の温度管理に努めてきました。 

 

機械部では、以下の取組を実施しました。 

① 大量の電力量が予想される試運転において、発電機を有効に利用し、電気使用量の抑制に努め

ました。 

② 車両の効率的な運用に向けて、1台ごとの管理表を制定し、定期的な管理に努めました。 

 

２） 廃棄物排出量の削減 

事業部では、以下の取組を実施しました。 

① 利用者に対してゴミの分別の徹底を呼びかけ、リサイクル出来るものの分別に注力しました。 

機械部では、以下の取組を実施しました。 

① レーザー加工機等による、鉄・ステンレス等の部材のカッティングにおいて、ネスティングの

最適化に努め、材料ロスの削減に努めました。 

 

３） 水使用量の削減 

事業部では、以下の取組を実施しました。 

① 第１サンガーデンでは、利用者に対して浴室シャワー混合栓８台への節水コマ設置を周知し、

節水の呼びかけを行い、水使用量の削減に努めました。 

② 第２サンガーデンでは、利用者に対して 2F 手洗い場・1F トイレの水道蛇口を自閉式に交換

したことを周知し、節水の呼びかけを行い、水使用量の削減に努めました。 

機械部では、以下の取組を実施しました。 

① 工場の１F・３F の手洗い場を対象に、２・３ヶ月に１回の頻度で、水漏れのチェックを実施

し、従業員への意識徹底を図りました。 
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４） 化学物質使用量の削減 

事業部では、以下の取組を実施しました。 

① PRTR制度対象物質を使用実績はありませんでした。 

機械部では、以下の取組を実施しました。 

① PRTR制度対象物質を使用せず、シンナー・アルコールをパーツクリーナーに替え、環境・人

体に害が及ばないようにしました。 

 

５） 健康と環境に関する情報の発信 

事業部では、「コロナ禍の体力・免疫力低下」が指摘されるなか、以下の取組を実施しました。 

① 第１サンガーデンでは、45 回程度のスタジオプログラムを実施するとともに、高齢者を対象

とした「アタマとカラダの健康教室」を月8回程度実施しました。また津島市委託事業として、

「元気サンサン教室」を月4回程度実施、介護予防出張業務「通いの場」を月1回実施しまし

た。 

② 第２サンガーデンでは、津島市の委託業務である高齢者向け「ふれあいサロン」を月2回のペ

ースで開催しました。 

 

６） 環境配慮の製造 

機械部では、以下の取組を実施しました。 

① 設計部門では、材料や製品の適正な選定を行い、ロスを生じない設計を心がけるとともに、加

工・組立部門では、不良の削減に努めました。 

② 佐織工場全体の年間活動として行っているASIA活動の中で、各部署の実情に合わせて5S活

動を展開し、環境に配慮した取組を行ってきました。 
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７.   環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価 

２０２２年４月から１２ヵ月間の実績を、２０１９年度のそれぞれの基準値との達成状況を下記に

比較しました。 

 

＊事業部 

 

＊電力のCO2排出係数は令和3年度中部電力ミライズ㈱基礎排出係数 0.449kg‐CO2/kWhを使用。。 

注記：評価目標値達成は○、目標未達成は×、目標未達成だが基準値より改善の場合は△と表示。 

利用者
1,000人当り

基準値 目標値 実績 増減割合 評価
（○・×）

利用者数

健康プログラム
の拡大
健康ボウリング
教室開催等

企画・情報
の発信

（ｋｇ）廃棄物排出量の削減

5.71 3.91 △ 1.98総量（トン）

260,178 260,178 168,204 △ 91,974

5.89

利用者
1,000人当り

（ｋｇ－ＣＯ２）二酸化炭素排出量の削減

555,176 538,829 501,913 △ 53,264総量

823,315 798,616 747,581

利用者
1,000人当り

総量

利用者
1,000人当り

213 322 102

100%

２０２２年度

総
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量

電気使用量

Ａ重油使用量

ガソリン使用量

軽油使用量

プロパンガス使用量 〇

〇

×

×

168,204 △ 91,974

（ｋＷｈ）

（Ｌ）

（Ｌ）

（Ｌ）

（ｋｇ）

環境負荷等

２０１９年度

総量

×

×

△ 75,734

40%

〇

260,178 260,178

13,580 13,181 13,673 93

57,202 55,486 54,155 △ 3,047

220

97% 146% 46%

総量 4,201 4,075 3,398 △ 803

利用者
1,000人当り

16.1 15.6 20.2 4.1

100% 97% 125% 25%

総量 7,649 7,420 4,375 △ 3,274

利用者
1,000人当り

29.4 28.5 26.0 -3.4

100% 97% 88% -12%

337 326 106 △ 231

利用者
1,000人当り

1.29 1.25 0.63 -0.66

100% 97% 49% -51%

23.23 0.60

100% 97% 103% 3%

利用者数

利用者数

2,134 2,071 2,984 850

100% 97% 140% 40%

3,164 3,069 4,444 1,280

100% 97% 140%

総量

健康プログラム 月40本
アタマとカラダの健康教室 月8本
健康ボウリング教室 2020年10月
開催

健康と環境の
情報発信の貢献

健康と環境に関する
情報の発信

50.66 81.29 29.10

×

×97% 156% 56%

利用者
1,000人当り

総量

（トン）水使用量の削減

52.19

100%

260,178 260,178 168,204 △ 91,974

22.63 21.96
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＊機械部 

 

＊電力のCO2排出係数は令和3年度中部電力ミライズ㈱基礎排出係数 0.449kg‐CO2/kWhを使用。 

注記：評価目標値達成は○、目標未達成は×、目標未達成だが基準値より改善の場合は△と表示。 

 

 

 

 

 

 

 

環境負荷等

２０１９年度 ２０２２年度

基準値 目標値 実績 増減割合 評価
（○・×）

88

×100% 97% 112% 12%

757 735 845

280,870 272,685 280,833 △ 37

総
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量

電気使用量 （ｋＷｈ）

生産高
１百万円当り

930 911 1,094 164

ＬＰＧガス使用量

二酸化炭素排出量の削減 （ｋｇ－ＣＯ２）

生産高
１百万円当り

総量

ガソリン使用量 （Ｌ）

生産高
１百万円当り

25.6 25.1 33.0

総量

（ｋｇ）

総量

7.4

×100% 98% 118% 18%

総量 345,005 338,105 363,470 18,465

×100% 98% 114% 14%

総量 16,034 15,713 16,361 327

生産高
１百万円当り

43.2 42.3 49.2 6.0

×100% 98% 129% 29%

9,510 9,320 10,968 1,458

45.57 48.13

生産高（百万円） 371 371 332 △ 39

-8.0

〇100% 98% 86% -14%

21,627 21,194 16,707 △ 4,920

軽油使用量 （Ｌ）

生産高
１百万円当り

58.3 57.1 50.3

1.63

生産高（百万円） 371 371 332 △ 39

19.50

×100% 97% 116% 16%廃棄物排出量の削減 （ｋｇ）

生産高
１百万円当り

125.34 121.65 144.84

総量(トン) 46.50

水使用量の削減 （トン）

生産高
１百万円当り

3.22 3.13 4.20 0.98

×100%

総量 1,196 1,172 1,396 200

（ｋｇ）

環境配慮の製造

対象物質名

購入量

含有量

97% 130% 30%

ASIA活動を年間活動として展開
５S活動をはじめ、設計部門ではロ
スを生じない設計、加工・組立部
門では不良の削減などに注力

使用物質なし

0

〇
環境にやさしい

製品の製造

環境配慮に
資する製品の

製造

設計・製造で
の環境配慮

５Ｓ活動

0

使用物質なし

0

0

使用物質なし

0

0

-

0

0

生産高（百万円） 371 371 332 △ 39

化学物質使用量の削減
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     １）二酸化炭素排出量 

事業部 取組結果： 

二酸化炭素排出量は、2019年度の基準値（利用者1,000人当り排出量2,134kg-CO2）に対

し2022年度は2,984kg-CO2、増減割合＋40%となり、目標を達成できませんでした。 

 

評  価： 

第１・第2サンガーデンでは、二酸化炭素排出量の総量は2019年度対比で9.6%・53,264 

kg-CO2 の削減を図ることができたものの、利用者数が35.3％・91,974 名の減少が生じた

ため、利用者1,000人当り排出量は目標未達となりました。 

なお、軽油使用量は送迎用マイクロバスの見直しによる車両の変更などにより、2022年度

利用者1,000人当り使用量が26.0ℓとなり、2019年度対比で11.5%・3.4 ℓの削減を達成、

また、プロパンガスは飲食部門の営業時間短縮やカラオケ業務の自粛により、2022年度利

用者1,000人当り使用量が0.63kgとなり、2019年度対比で51.1%・0.66 kgの削減を達成

しました。 

 

   機械部 取組結果： 

二酸化炭素排出量は、2019 年度の基準値（生産高 1 百万円当り排出量 757kg-CO2）に対

し2022年度は845kg-CO2、増減割合＋11.6%となり、目標を達成できませんでした。 

 

           評  価： 

佐織工場では、二酸化炭素排出量の総量が2019 年度対比で37 kg-CO2の削減とほぼ横ば

いであったものの、生産高が10.5％・39百万円の低下が生じたため、生産高1百万円当り

排出量は目標未達となりました。 

電気・LPG ガス・ガソリンの各使用量は、総量ベースにおいても 2019 年度の基準値を上

回る水準となりましたが、軽油使用量は2022年度生産高1百万円当り使用量が50.3ℓとな

り、2019年度対比で13.7%・80ℓの削減を達成しました。 

 

  ２）廃棄物等総排出量 

事業部 取組結果： 

廃棄物排出量は、2019年度の基準値（利用者1,000人当り排出量 22.63ｋｇ）に対し2022

年度は23.23ｋｇ、増減割合＋2.7%となり、目標を達成できませんでした。 

 

評  価： 

第１・第 2 サンガーデンでは、第１サンガーデンでは休館日を全館統一で水曜日として実

施、第２サンガーデンでは施設内のごみ箱の数を削減した結果、可燃ごみなどの廃棄物が総

量ベースでは減少しましたが、施設利用者の減少により、利用者1,000人当り排出量は目標

未達となりました。 
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機械部 取組結果： 

廃棄物排出量は、2019年度の基準値（生産高１百万円当り排出量 125.34ｋｇ）に対し2022

年度は144.84ｋｇ、増減割合＋15.6%となり、目標未達となりました。 

 

評  価： 

部材調達過程で出る木くずや製造工程で出る鉄くず等金属くずの排出量は減少しましたが、

廃プラの排出量が増加したため、総量ベースにおいても基準値を上回る水準になりました。 

 

  ３）水使用量 

事業部 取組結果： 

水使用量については、2019年度の基準値（利用者1,000人当り排出量 52.19トン）に対し

2022年度は81.29トン、増減割合＋55.8%となり、目標未達となりました。 

 

評  価： 

水使用の主たる施設である第１サンガーデンにおいて、水使用量総量は減少しましたが、減

少額は小幅にとどまり、利用者数の減少率をカバーするまでには至らず、利用者1,000人当

り使用量は目標未達となりました。 

 

   機械部 取組結果： 

水使用量については、2019 年度の基準値（生産高 1 百万円当り排出量 3.22 トン）に対し

2022年度は4.20トン、増減割合＋30.4%となり、目標未達となりました。 

 

           評  価： 

水漏れ防止に向けたチェック態勢の取組など社員への意識づけに取り組みましたが、生産

高１百万円当り使用量は目標未達となりました。 

 

  ４）化学物質使用量 

事業部 取組結果： 

PRTR制度対象物質の使用実績はありませんでした。 

 

   機械部 取組結果： 

PRTR制度対象物質の使用実績はありませんでした。 

        

５）健康と環境に関する情報の発信 

事業部 取組結果： 

第１サンガーデンでは、月45回程度のスタジオプログラムを実施するとともに、高齢者を

対象とした「アタマとカラダの健康教室」を月8回程度実施しました。また津島市委託事業

として「元気サンサン教室」を月4回程度実施、介護予防出張業務「通いの場」を月1回実

施しました。 
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第２サンガーデンでは、津島市の委託業務である高齢者向け「ふれあいサロン」を月2回の

ペースで開催しました。 

 

  ６）環境配慮の製造 

   機械部 取組結果： 

佐織工場全体の年間活動として ASIA 活動を展開、設計部門ではロスを生じない設計や、

加工・組立部門では不良の削減などに取り組むとともに、各部署の実情に合わせて5S活動

なども展開しました。 

 

８．次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

２０２３年度の環境経営目標は、２０１９年度基準の３年計画終了後の年度として、２０２２年度

の数値を基準とし、前回と同様に、事業部では利用者1,000人当たり、機械部では生産高1百万円

当りの数値を環境経営目標として制定します。 

 

① 事業部  環境目標 

 

電力のCO2排出係数は令和3年度中部電力ミライズ㈱調整後排出係数 0.388kg‐CO2/kWhを使

用。 

廃棄物排出量は資源と可燃ごみの一般廃棄物等の合計とする。 

（＊産廃については、毎年恒常的に発生しないため、数値目標は設定しない。） 

化学物質の使用はプール滅菌薬剤なので、汚染状態との兼合いで添加するため数値目標としない。 

企画・情報
の発信

企画・情報
の発信

企画・情報
の発信

使用物質なし

0

0

使用物質なし

0

0

0 0

168,204

ｍ3／年 13,673 13,537 13,402 13,271

利用者数 168,204 168,204 168,204

78.90
ｍ3／年

削減目標 1% 2% 3%

80.48 79.68

22.55

3%

3.79

168,204

目標値

22.77

2%

3.83

168,204

２０２５年度

2,633

3%

442,881

168,204

23.00

1%

２０２３年度

2,686

1%

451,796

168,204

２０２４年度

2,659

2%

447,254

168,204

２０２２年度

基準値

利用者数

環境負荷等

23.23

二酸化炭素排
出量の削減

廃棄物排出量
の削減

利用者1,000人当り

ｋｇ／年

削減目標

トン／年

利用者数

利用者1,000人当り

ｋｇ－ＣＯ２／年

削減目標

ｋｇ－ＣＯ２／年

3.91

168,204

2,713

456,310

168,204

3.87

168,204

健康と環境に
関する情報の

発信

健康と環境の
情報発信の貢献

購入量（ｋｇ） 0 0
化学物質使用

量の削減

PRTR制度対象物質名 使用物質なし 使用物質なし

企画・情報
の発信

含有量（ｋｇ）

水使用量の削
減

利用者1,000人当り
81.29
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② 機械部 環境目標 

 

電力の CO2 排出係数は令和 3 年度中部電力ミライズ㈱調整後排出係数 0.388kg‐CO2/kWh を使

用。 

廃棄物排出量は金属屑、中間処理物と一般廃棄物等（可燃ごみと資源）の合計とする。 

 

２０２３年度の事業部、機械部の環境経営計画を以下に示します。 

 

１） 二酸化炭素排出量の削減 

① （事業部）プール水温管理など施設内の適正管理を行い、重油使用量の抑制を図る。 

② （機械部）製造過程における電力の効率的な運用により、電力使用量の抑制を図る。 

③ （共 通）空調設備において、室温管理の徹底など、空調電力量やLPGガス使用量の節

減を図る。 

④ （共 通）節電の励行などにより、事務所内他照明の適正管理を行う。 

⑤ （共 通）各車両の使用管理を強化し、排ガス規制適合車への代替やエコドライブを促

進し、燃料消費量の削減を図る。 

 

２） 廃棄物排出量の削減 

① （事業部）ごみの分別管理の徹底を引き続き行うとともに、お客様向けの印刷物（チラ

シ、パンフレット類）などの抑制   → ペパーレス化の推進などにより、廃棄物

の削減を図る。 

化学物質使用
量の削減

環境配慮に
資する製品の

製造

環境にやさしい
製品の製造

環境配慮に
資する製品の

製造

環境配慮に
資する製品の

製造

環境配慮に
資する製品の

製造

環境配慮の
製造

含有量（ｋｇ） 0 0 00

購入量（ｋｇ） 0 0 0 0

水使用量の削
減

生産高１百万円当り
4.20 4.16 4.12

生産高（百万円） 332 332 332

ｍ3／年

332

PRTR制度対象物質名 使用物質なし 使用物質なし 使用物質なし 使用物質なし

1,356

4.08
ｍ3／年

削減目標 1% 3%2%

1,396 1,382 1,369

2% 3%

生産高（百万円） 332 332 332 332

トン／年 48.13 47.65 47.18 46.71

250,887

廃棄物排出量
の削減

生産高１百万円当り
144.84 143.39 141.97

生産高（百万円） 332 332 332 332

140.58
ｋｇ／年

削減目標 1%

二酸化炭素排
出量の削減

生産高１百万円当り
778 770 763

2%

ｋｇ－ＣＯ２／年 258,661 255,871 253,545

755
ｋｇ－ＣＯ２／年

削減目標 1% 3%

環境負荷等
基準値 目標値

２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 ２０２５年度
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② （機械部）部材加工にて発生する端材の最小化に努め、部材ロスの削減を図る。 

③ （機械部）鉄・ステンレスの端材など再生可能な産業廃棄物の分別処理、管理の徹底を

図る。 

④ （共 通）マニフェストを基に、産業廃棄物の適正な処理を確認する。 

 

３） 水使用量の削減 

① （事業部）施設利用者への節水呼びかけと節水器具の積極的な活用により、水使用量の

抑制を図る。 

② （機械部）定期的漏水チェックで無駄な使用を監視する。 

 

４） 化学物質使用量の削減 

① （共 通）PRTR制度対象物質を使用しない。 

 

５） 健康と環境に関する情報の発信 

① （事業部）スポーツジムにおける各種プログラムや健康ボウリング教室の実施により、

情報の発信に努める。 

② （事業部）津島市とタイアップした高齢者向け施策の実施により、情報の発信に努める。 

 

６） 環境配慮の製造 

① （機械部）設計・製造など各工程において、使用部材を含めて環境に配慮した製造に取

り組む。 

② （機械部）５Ｓ活動を通じて環境配慮に努める。 
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９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

スポーツ及びレジャー事業、機械製造業務に関連する下記の環境関連法規の違反については、２０２２

年度の事業活動を通じて関係機関等から特に指摘等はなく、また訴訟等もありませんでした。 

大気汚染防止法、愛知県プール条例、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、消防法（危険物の規制に関

する法律）、愛知県生活環境保全条例、浄化槽法、グリーン購入法、フロン排出抑制法、の遵守状況は、

別途の評価記録により確認しました。 

 

 

１０．代表者による全体評価と見直し・指示 

環境経営方針 

社是をベースとした企業理念を反映した環境経営方針を策定、環境経営目標及び環境経営計画は、こ

の方針に沿ったものとなっています。 

 

全体評価 

・環境経営目標の達成状況および環境経営計画の実施状況 

事業部においては、依然として新型コロナウィルス感染症に伴う影響を大きく受け、利用客数が

減少、軽油使用量・プロパンガス使用量で目標を達成したものの、全体的には目標達成に至りま

せんでした。 

機械部においては、新型コロナウィルス感染症に伴う経済活動の停滞から、その後の部材調達の

混乱に至り、工場の効率的な稼働に大きな支障をきたし、全体的に目標達成には至りませんでし

た。 

・環境法令等の遵守状況 

事業部・機械部ともに、法令順守に問題ないことを確認できました。 

・外部からの環境に関する苦情や要望 

事業部・機械部ともに、苦情・要望がないことを確認できました。 

 

見直し・指示  

事業部では利用者1,000人当り、機械部では生産高1百万円当りを指標として取り組み、２０２２

年度も新型コロナウィルス感染症という特殊要因の影響を引き続き受けて各部の指標が大きく変

動（低下）、目標達成状況に大きく影響しました。 

２０２２年度が３か年計画の最終年度であったことから、２０２３年度は、２０２２年度を基準年

度として計画を設定するよう指示しました。 

以 上 


